
姉
歯
建
築
設
計
事
務
所
に

よ
る
構
造
計
算
書
の
偽
造
問

題
で
、
全
国
各
地
で
多
く
の

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
な
ど

が
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
国
民

の
間
に
不
安
と
怒
り
が
大
き

く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

確
認
検
査
業
務
を
手
が
け

た
イ
ー
ホ
ー
ム
ズ
や
建
設
業

者
、
不
動
産
業
者
な
ど
も
一

体
と
な
っ
た
一
連
の
疑
惑
に

に
加
え
、
自
民
党
議
員
や
公

明
党
議
員
の
名
前
も
取
り
ざ

た
さ
れ
る
な
ど
、
建
設
業
界
、

政
界
に
広
が
る
構
造
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
や
購

入
者
、
購
入
予
定
者
な
ど
不

安
の
声
が
党
議
員
団
に
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口
設
置
を

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

は
、
今
回
の
構
造
計
算
書
が

偽
造
さ
れ
て

い
た
問
題
で
、

不
動
産
・
建

設
業
界
全
体

に
対
す
る
信

頼
性
が
大
き

く
揺
ら
ぎ
、

こ
れ
ら
の
懸

念
、
不
安
に

対
処
す
る
た

め
に
、
現
在
、
県
や
関
係
検

査
機
関
で
行
わ
れ
て
い
る
建

築
物
調
査
に
つ
い
て
、
調
査

結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段

階
で
速
や
か
に
関
係
市
民
に

わ
か
る
よ
う
に
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
市
民
相
談
窓

口
を
開
設
す
る
な
ど
の
対
応

策
を
講
ず
る
よ
う
求
め
て
、

「
構
造
計
算
偽
造
問
題
で
、

居
住
者
、
購
入
者
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
の
対
応
に
つ

い
て
」
と
す
る
要
望
書
を
飯

能
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

担
当
者
は
、
「
埼
玉
県
も

実
態
調
査
を
し
て
い
る
し
、

検
査
に
あ
た
っ
た
検
査
機
関

が
再
度
調
査
を
実
施
し
て
い

る
と
聞
く
。
市
と
し
て
も
建

築
指
導
課
で
相
談
や
問
い
合

わ
せ
に
対
応
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

飯
能
市
内
で
も
イ
ー
ホ
ー

ム
ズ
検
査
の
物
件

飯
能
市
内
で
も
建
設
途
中

の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
イ
ー

ホ
ー
ム
ズ
が
、
建
築
確
認
業

務
を
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
適
切

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

新
井

巧

６
日(

火)

11
・
10
～

●
佑
和
建
興
倒
産
に
関
連
し

て
●

来
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
（
庁
舎
別
館
建
設
凍

結
で
市
民
要
求
優
先
に
）
●

民
営
化
、
民
間
委
託
化
と
公

的
責
任
●
高
齢
者
へ
の
増
税
・

負
担
増
と
医
療
改
悪
の
影
響

に
つ
い
て
●

社
会
福
祉
協
議

会
の
位
置
づ
け
と
地
区
社
協

活
動
の
促
進
に
つ
い
て
●

民

間
住
宅
の
耐
震
診
断
助
成
制

度
創
設
に
つ
い
て
●
耐
震
強

度
偽
造
問
題
な
ど

金
子

敏
江

７
日(

水)

11
～

●

「
改
正
」
介
護
保
険
制
度

の
諸
問
題
に
つ
い
て
●

就
学

援
助
制
度
の
充
実
に
つ
い
て

①
制
度
融
資
の
改
善
に
つ
い

て
②
就
労
機
会
の
拡
大
に
つ

い
て
③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
創
設
を
④
公
共
事
業
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
公
正
な
ル
ー

ル
を
●

ご
み
減
量
、
資
源
化

の
前
進
の
た
め
に
●

入
札
問

題
に
関
連
し
て

滝
沢

修

７
日(

水)

14
・
40
～

●

区
画
整
理
地
内
の
土
地
評

価
に
つ
い
て
●
下
水
道
の
見

直
し
に
つ
い
て
●

合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
に
補
助
金
を

●

美
杉
台
中
学
校
債
務
負
担

行
為
に
つ
い
て
●

市
内
の
保

育
所
や
幼
稚
園
、
老
人
施
設

な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
●

川
崎
に
隣
接
す
る
廃
棄
物
処

理
施
設
に
つ
い
て
な
ど

山
田

利
子

８
日(

木)

11
～

●

第
一
保
育
所
は
移
転
を
含

め
児
童
に
最
良
の
保
育
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
●

保
育
所

の
待
機
児
童
の
解
消
は
詰
め

込
み
で
解
消
し
な
い
こ
と
●

民
営
化
に
つ
い
て
の
調
査
状

況
と
方
向
性
に
つ
い
て
●
多

子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
を

●

富
士
見
学
童
前
の
道
路
の

雨
水
排
水
対
策
を
●

不
安
が

膨
ら
む
障
害
者
自
立
支
援
法

に
つ
い
て
●

誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

①
武
蔵
丘
中
央
地
区
開
発
計

画
に
つ
い
て
②
市
独
自
の
街

づ
く
り
条
例
の
制
定
を
な
ど

昔
ア
ル
バ
イ
ト
で
橋

げ
た
を
つ
く
る
工
事

に
た
ず
さ
わ
っ
た
事

が
あ
り
ま
す
。
寒
い

冬
の
時
期
で
、
基
礎

部
分
の
岩
を
つ
る
は

し
で
砕
い
た
り
、
今

か
ら
思
う
と
大
変
な

仕
事
で
し
た
。
そ
う
し
て
橋
げ

た
の
立
ち
上
げ
に
な
る
の
で
す

が
、
セ
メ
ン
ト
を
浮
か
す
た
め

に
役
所
の
目
を
逃
れ
て
大
量
の

岩
や
石
を
投
げ
込
ん
で
い
だ
の

を
覚
え
て
い
ま
す
▼
マ
ン
シ
ョ

ン
耐
震
偽
造
事
件
で
そ
ん
な
昔

の
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
れ
は

根
が
深
い
問
題
だ
と
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
自

民
党
の
武
部
幹
事
長
は
さ
っ
そ

く
「
悪
者
探
し
に
終
始
す
る
と
、

マ
ン
シ
ョ
ン
業
界
は
バ
タ
バ
タ

と
つ
ぶ
れ
る
。
景
気
も
お
か
し

く
な
る
」
と
胸
の
う
ち
を
吐
露

し
ま
し
た
。
調
べ
た
ら
も
っ
と

出
て
る
ぞ
、
政
界
に
も
波
及
す

る
ぞ
と
い
う
正
直
な
告
白
に
も

聞
こ
え
ま
す
が
ふ
ざ
け
た
話
で

す
。
欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
わ

さ
れ
た
住
民
は
い
っ
た
い
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
▼

武
部
さ
ん
は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
の
時

に
も
「
ま
だ
ま
だ
〈
感
染
牛
が
〉

出
る
か
ら
驚
か
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
放
言
し
て
ひ
ん
し
ゅ
く

を
か
い
ま
し
た
。
耐
震
偽
造
問

題
で
も
全
〈
棟
〉

検
査
を
や
っ

て
も
ら
わ
な
い
こ
と
に
は
安
心

し
て
眠
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

発 行
日 本 共 産 党

飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

９７２－６４０１
山 田 と し 子

９７３－４７１０
新 井 た く み
９７８－０１７５
滝 沢 お さ む
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市

民

要
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掲
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日
本
共
産
党
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一
般
質
問

１月22日(日)正午

中央公民館ホール

会費 ２０００円
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記念講演 国会議員(要請中)

二部

余興、各後援会からの出し物

主催：党飯能市委員会、同後援会



区 　 分 所 　 　 　 　 　 　 得 人 （ ％ ） 保 険 料 率 月 額

第 一 段 階 生 活 保 護 、住 民 税 非 課 税 23 2(  1 ・ 3% ) 0 .5 1 775 円
第 二 段 階 合 計 所 得 ８０万 円 未 満 2 730 (1 5・ 3% ) 0 .5 1 775 円
第 三 段 階 住 民 税 非 課 税 で ８０～ ２６６万 136 5 (  7・ 7% ) 0 .75 2 663 円

第 四 段 階 住 民 税 非 課 税 で 本 人 非 課 税 6 212 (3 4・ 9% ) 1 3 550 円
第 五 段 階 本 人 課 税 で 所 得 ２００万 未 満 5 210 (2 9・ 3% ) 1 .25 4 438 円
第 六 段 階 本 人 課 税 で 所 得 ２００～ ４００万 133 5 (  7・ 5% ) 1 .5 5 325 円

第 七 段 階 本 人 課 税 で 所 得 ４００万 以 上 71 3(  4 ・ 0% ) 1 .75 6 213 円

新 保 険 料

日
高
市
上
鹿
山
に
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
地

元
住
民
か
ら
建
設
反
対
の
声

が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
施

設
は
食
品
残
渣

や
木
屑
、
紙
や

繊
維
屑
な
ど
を

飼
料
や
堆
肥
化

す
る
施
設
で
開

発
面
積
が
九
九

八
六
㎡
で
管
理

棟
や
堆
肥
醗
酵

棟
、
飼
料
化
棟

な
ど
が
建
設
さ

れ
る
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し

か
し
付
近
住
民
に
と
っ
て
は

施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
土
壌
や
水
質
の
汚
染

と
共
に
悪
臭
に
よ
る
環
境
悪

化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

東
急
こ
ま
が
わ
団
地
の
住
民

か
ら
は
区
長
名
で
日
高
市
に

対
し
て
建
設
反
対
の
陳
情
書

も
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
建

設
を
予
定
し
て
い
る
会
社
は

千
葉
県
白
井
市
に
食
品
系
廃

棄
物
処
理
施
設
を
持
っ
て
い

る
会
社
で
、
以
前
鶴
ヶ
島
市

に
建
設
の
計
画
が
あ
っ
た
が

住
民
の
反
対
で
断
念
を
し
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

反
対
住
民
は
実
際
に
千
葉

県
の
会
社
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
し
た
方
に
よ
る
と
「
付

近
は
悪
臭
が
漂
っ
て
い
る
情

況
で
、
日
高
市
へ
の
建
設
は

止
め
さ
せ
る
べ
き
だ
。
建
設

予
定
地
付
近
に
は
高
根
小
や

高
根
中
も
あ
り
十
分
に
環
境

に
配
慮
す
べ
き
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
建
設
予
定
地
は

飯
能
市
の
川
崎
地
区
と
隣
接

し
て
お
り
久
邇
カ
ン
ト
リ
ー

の
直
ぐ
北
側
で
、
精
明
小
学

校
か
ら
も
直
線
距
離
で
は
二

ｋ
ｍ
程
で
す
。
動
向
を
監
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２００５年１２月４日 ＮＯ．１５０１

食
品
系
廃
棄
物
処
理
施
設
計
画

地
元
住
民
か
ら
「
ま
っ
た
！
」
の
声

先
日
南
コ
マ
の
変
電
所
を

見
学
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

部
屋
に
通
さ
れ
、
職
員
よ

り
施
設
説
明
が
な
さ
れ
た
の

で
す
が
、
そ
の
部
屋
に
掲
げ

ら
れ
て
い
た
施
設
の

大
き
な
解
説
版
に
は
、

な
ん
と
”
新
飯
能
”

変
電
所
と
施
設
名
が

記
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
す
。
”

新
飯
能
”
は
日
本
共
産
党
飯

能
市
委
員
会
が
発
行
し
て
い

る
こ
の
”
新
飯
能
”
の
固
有

名
詞
で
あ
る
様
に
し
み
つ
い

て
い
た
私
に
は
、
変
電
所
の

施
設
名
を
認
め
た
く
な
い
思

い
に
か
ら
れ
た
の
で
す
。

毎
週
、
毎
週
赤
旗
日
曜
版

と
共
に
配
ら
れ
た
き
た
”
新

飯
能
”
が
千
五
百
号
を
越
え

た
と
い
う
こ
と
は
、
三
十
年

余
に
お
よ
ん
で
お
り
、
粘
り

強
い
努
力
の
証
で
あ
り
、
ほ

ん
と
う
に
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
す
。

飯
能
市
議
会
の
様
子
、
街

の
様
子
な
ど
市
民
の
目
線
で

記
事
が
書
か
れ
て
お
り
、
市

民
に
は
共
感
と
話
題
を
提
供

し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。暫

く
ま
え
の
庁
用
バ
ス
の

不
正
入
札
事
件
や
最
近
の
道

路
建
設
に
関
し
て
の
工
事
費

横
領
・
失
踪
事
件
、
波
紋
コ
ー

ナ
ー
な
ど
市
党
な
ら
で
は
の

記
事
と
し
て
大
変
興
味
深
く

読
ん
で
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
〇
号
記
念
日
に
は
、

ど
ん
な
飯
能
市
に
な
っ

て
い
る
か
、
自
分
自
身

が
ど
う
迎
え
ら
れ
る
か

思
い
を
は
せ
て
お
り
ま

す
。
益
々
の
ご
奮
闘
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

元
市
議

小
出
恵
美
子

真
実
を
伝
え
る
地
域
新
聞
と
し
て

新
飯
能
一
五
〇
〇
号
発
行
に
寄
せ
て

現
在
、
「
飯
能
市
介
護
保

険
事
業
及
び
老
人
保
健
福
祉

計
画
」
の
第
三
期
計
画
（
平

成
一
八
年
度
～
二
〇
年
度
）

の
策
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
一
番
の
関
心
事

で
あ
る
次
期
保
険
料
に
つ
い

て
飯
能
市
の
案
が
提
示
さ
れ

ま
し
た
。
介
護
保
険
料
は
、

三
年
ご
と
に
上
が
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
て
、
「
改
正
」

介
護
保
険
法
で
は
、
六
段
階

に
設
定
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
た
上
で
、
自
治
体
独
自
の

判
断
で
さ
ら
に
多
段
階
の
料

金
設
定
が
で
き
る
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
特
徴
は
、
第

四
段
階
（
旧
第
三
段
階
）
を

基
準
額
と
し
て
、
低
所
得
階

層
の
保
険
料
を
引
き
下
げ
る

た
め
に
第
七
段
階
ま
で
の
保

険
料
設
定
に
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
策
定
委
員
会
で
は
、

第
七
段
階
の
保
険
料
率
を
基

準
額
の
一
・
七
五
倍
に
す
る

か
、
二
倍
に
す
る
か
二
者
択

一
の
議
論
が
行
わ
れ
、
結
局

一
・
七
五
倍
の
図
表
の
保
険

料
が
良
い
の
で
は
と
言
う
意

見
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
値
上
げ

に
は
変
わ
り
は
な
い
わ
け
で
、

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
と

同
時
に
介
護
費
用
の
国
庫
負

担
を
半
減
し
、
介
護
給
付
が

増
え
れ
ば
保
険
料
が
上
が
る

仕
組
み
の
中
で
今
回
も
値
上

げ
の
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
一
八
年
度
は
、
こ
の
間

の
税
制
改
正
（
①
公
的
年
金

控
除
一
四
〇
万
円
を
一
二
〇

万
円
に
。
②
六
十
五
才
以
上

で
一
二
五
万
円
ま
で
は
住
民

税
非
課
税
を
廃
止
、
③
定
率

減
税
の
半
減
、
④
老
年
者
控

除
の
廃
止
）
で
低
所
得
者
層

へ
の
増
税
が
実
施
さ
れ
る
年

で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
の
試

算
で
も
、
本
人
が
新
た
に
課

税
と
な
っ
た
り
、
世
帯
が
課

税
世
帯
と
な
っ
た
り
、
こ
れ

で
現
在
第
二
段
階
の
方
が
新

第
四
段
階
へ
上
昇
す
る
場
合

や
、
現
在
第
三
段
階
の
方
が

新
第
五
段
階
に
上
が
る
場
合

両
方
で
、
全
被
保
険
者
の
一

六
％
が
該
当
す
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
国
は
、
二

年
間
の
激
変
緩
和
措
置
を
と

る
と
し
て
い
ま
す
が
、
県
や

市
で
き
め
細
か
に
対
応
す
る

と
と
も
に
国
庫
負
担
を
引
き

上
げ
増
税
中
止
を
迫
っ
て
い

く
事
が
重
要
で
す
。

飯能市川崎地区に隣接する予定地




